
(57)【要約】

【課題】取付板から放熱板への熱伝導が良好で、且つ、

見栄えの良い発熱部品の取付構造を提供する。

【解決手段】本発明の発熱部品の取付構造において、放

熱板１には、発熱部品３の取付板４の下面と対向する位

置に、１個、或いは複数個の貫通孔１ｃが設けられ、放

熱板１と取付板４の下面との間には、熱伝導性のある粘

性体２が設けられると共に、粘性体２が貫通孔１ｃ内に

侵入可能としたため、粘性体２の塗布量を多くしても、

粘性体２は貫通孔１ｃに侵入して、取付板４の下面の横

方向からの粘性体２の溢れが少なく、見栄えの良いもの

が得られると共に、粘性体２によって、取付板４の下面

と放熱板１の表面との間の隙間が確実に埋められ、取付

板４から放熱板１への熱伝導の良好なものが得られる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 材 か ら な る 取 付 板 、 及 び こ の 取 付 板 上 に 形 成 さ れ た 本 体 部 を 有 す る 発 熱 部 品 と 、 こ の
発 熱 部 品 の 前 記 取 付 板 を 取 り 付 け る た め の 金 属 材 か ら な る 放 熱 板 と を 備 え 、 前 記 放 熱 板 に
は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置 に 、 １ 個 、 或 い は 複 数 個 の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記
放 熱 板 と 前 記 取 付 板 の 下 面 と の 間 に は 、 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 が 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記
粘 性 体 が 前 記 貫 通 孔 内 に 侵 入 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 放 熱 板 に は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置 に 、 前 記 粘 性 体 を 留 め る た め の 凹 部 が
設 け ら れ 、 前 記 貫 通 孔 が 前 記 凹 部 の 底 部 に 位 置 し て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 凹 部 は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 の 範 囲 内 に 位 置 し て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 粘 性 体 が シ リ コ ン オ イ ル コ ン パ ウ ン ド で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３
の 何 れ か に 記 載 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 放 熱 板 が ア ル ミ 材 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 発
熱 部 品 の 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は デ ー タ 通 信 装 置 や 無 線 通 信 装 置 等 の 電 気 装 置 に 適 用 し て 好 適 な 発 熱 部 品 の 取 付 構
造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 図 面 を 説 明 す る と 、 図 ５ は 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を 示 す
正 面 図 、 図 ６ は 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で 、 次 に 、 従 来 の 発 熱 部 品
の 取 付 構 造 の 構 成 を 図 ５ ， 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 金 属 材 か ら な る 放 熱 板 ５ １ に は 、
ネ ジ 孔 ５ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ 等 か ら な る 発 熱 部 品 ５ ２ は 、 孔 ５ ３ ａ を 有 す る 金 属 材 か ら な る 取 付 板
５ ３ と 、 こ の 取 付 板 ５ ３ 上 に 設 け ら れ 、 発 熱 素 子 が 内 蔵 さ れ た 本 体 部 ５ ４ と 、 こ の 本 体 部
５ ４ か ら 導 出 さ れ た 端 子 ５ ５ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 発 熱 部 品 ５ ２ は 、 取 付 板 ５ ３ の 下 面 が 放 熱 板 ５ １ 上 に 載 置 さ れ た 状 態 で 、 孔 ５ ３ ａ に
挿 通 さ れ た ネ ジ ５ ６ が ネ ジ 孔 ５ １ ａ に ね じ 込 ま れ て 、 放 熱 板 ５ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 放 熱 板 ５ １ に 取 り 付 け ら れ た 発 熱 部 品 ５ ２ の 端 子 ５ ５ は 、 放 熱 板 ５ １ と 直 交 す る
位 置 に 配 置 さ れ た 回 路 基 板 ５ ７ に 半 田 付 け さ れ る よ う に な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 般 に 、 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 に お い て は 、 取 付 板 ５ ３ の 下 面 と 放 熱 板 ５ １ の 表 面 と
の 間 の 隙 間 を 少 な く し て 、 取 付 板 ５ ３ か ら 放 熱 板 ５ １ へ の 熱 伝 導 を 良 く す る た め に 、 図 ６
に 示 す よ う に 、 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 ５ ８ が 取 付 板 ５ ３ の 下 面 と 放 熱 板 ５ １ の 表 面 と の 間
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 は 、 取 付 板 ５ ３ と 放 熱 板 ５ １ の 面 同 士 が 単 に 衝 合 し て
い る た め 、 粘 性 体 ５ ８ の 量 が 多 い と 、 取 付 板 ５ ３ の 下 面 か ら 粘 性 体 ５ ８ が 多 く 溢 れ て 外 観
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を 損 ね 、 ま た 、 粘 性 体 ５ ８ の 量 が 少 な い と 、 取 付 板 ５ ３ か ら 放 熱 板 ５ １ へ の 熱 伝 導 が 悪 く
な る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ５ － ２ ０ ３ ８ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 は 、 取 付 板 ５ ３ と 放 熱 板 ５ １ の 面 同 士 が 単 に 衝 合 し て い る た め
、 粘 性 体 ５ ８ の 量 が 多 い と 、 取 付 板 ５ ３ の 下 面 か ら 粘 性 体 ５ ８ が 多 く 溢 れ て 外 観 を 損 ね 、
ま た 、 粘 性 体 ５ ８ の 量 が 少 な い と 、 取 付 板 ５ ３ か ら 放 熱 板 ５ １ へ の 熱 伝 導 が 悪 く な る と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 取 付 板 か ら 放 熱 板 へ の 熱 伝 導 が 良 好 で 、 且 つ 、 見 栄 え の 良 い 発 熱 部 品 の
取 付 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 解 決 手 段 と し て 、 金 属 材 か ら な る 取 付 板 、 及 び こ の 取 付
板 上 に 形 成 さ れ た 本 体 部 を 有 す る 発 熱 部 品 と 、 こ の 発 熱 部 品 の 前 記 取 付 板 を 取 り 付 け る た
め の 金 属 材 か ら な る 放 熱 板 と を 備 え 、 前 記 放 熱 板 に は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置
に 、 １ 個 、 或 い は 複 数 個 の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 放 熱 板 と 前 記 取 付 板 の 下 面 と の 間 に は
、 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 が 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 粘 性 体 が 前 記 貫 通 孔 内 に 侵 入 可 能 と し
た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 第 ２ の 解 決 手 段 と し て 、 前 記 放 熱 板 に は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置 に 、 前
記 粘 性 体 を 留 め る た め の 凹 部 が 設 け ら れ 、 前 記 貫 通 孔 が 前 記 凹 部 の 底 部 に 位 置 し て 設 け ら
れ た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 第 ３ の 解 決 手 段 と し て 、 前 記 凹 部 は 、 前 記 取 付 板 の 下 面 の 範 囲 内 に 位 置 し て 設 け ら
れ た 構 成 と し た 。
ま た 、 第 ４ の 解 決 手 段 と し て 、 前 記 粘 性 体 が シ リ コ ン オ イ ル コ ン パ ウ ン ド で 構 成 さ れ た 。
ま た 、 第 ５ の 解 決 手 段 と し て 、 前 記 放 熱 板 が ア ル ミ 材 で 形 成 さ れ た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 図 面 を 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を
示 す 要 部 の 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ の ２ － ２ 線 に お け る 断 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取
付 構 造 に 係 る 放 熱 板 の 要 部 の 平 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 他 の 実 施 例 を
示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 構 成 を 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 ア ル ミ 材
等 の 金 属 材 か ら な る 放 熱 板 １ は 、 四 角 形 状 を な し た 凹 部 １ ａ と 、 こ の 凹 部 １ ａ の 底 部 １ ｂ
に 位 置 し た 状 態 で 設 け ら れ た １ 個 、 或 い は 複 数 個 の 貫 通 孔 １ ｃ と 、 凹 部 １ ａ の 両 端 近 傍 に
設 け ら れ た ネ ジ 孔 １ ｄ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
シ リ コ ン オ イ ル コ ン パ ウ ン ド 等 か ら な る 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 ２ は 、 放 熱 板 １ に 設 け ら れ
た 凹 部 １ ａ 内 に 充 填 （ 或 い は 塗 布 ） さ れ 、 粘 性 体 ２ が 凹 部 １ ａ 内 に 留 め （ 溜 め ） ら れ た 状
態 と な っ て い る 。
ま た 、 こ の 粘 性 体 ２ は 、 若 干 多 め に 充 填 さ れ て お り 、 凹 部 １ ａ 上 で 盛 り 上 が る よ う に 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ 等 か ら な る 発 熱 部 品 ３ は 、 孔 ４ ａ を 有 す る 金 属 材 か ら な る 取 付 板 ４ と
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、 こ の 取 付 板 ４ 上 に 設 け ら れ 、 発 熱 素 子 が 内 蔵 さ れ た 本 体 部 ５ と 、 こ の 本 体 部 ５ か ら 導 出
さ れ た 端 子 ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 発 熱 部 品 ２ は 、 取 付 板 ４ の 下 面 と 凹 部 １ ａ と が 対 向 し た 状 態 で 、 取 付 板 ３ の 下 面 が 放
熱 板 １ 上 に 載 置 さ れ 、 孔 ３ ａ に 挿 通 さ れ た ネ ジ ６ が ネ ジ 孔 １ ｄ に ね じ 込 ま れ て 、 放 熱 板 １
に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 発 熱 部 品 ３ が 放 熱 板 １ に 取 り 付 け ら れ た 際 、 取 付 板 ４ の 下 面 で 粘 性 体 ２ が 押 さ れ
、 凹 部 １ ａ 内 か ら 溢 れ た 粘 性 体 ２ は 、 貫 通 孔 １ ｃ 内 に 侵 入 し て 、 取 付 板 ４ の 下 面 の 横 方 向
か ら 溢 れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 凹 部 １ ａ は 、 取 付 板 ４ の 下 面 の 範 囲 内 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 構 成
に よ っ て 、 凹 部 １ ａ 内 か ら 溢 れ た 粘 性 体 ２ は 、 貫 通 孔 １ ｃ 内 に 侵 入 し て 、 取 付 板 ４ の 下 面
の 横 方 向 か ら 溢 れ る こ と が 無 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 凹 部 １ ａ は 、 取 付 板 ４ の 下 面 の 範 囲 外 に 若 干 は み 出 し た 構 成 に し て も 良 く 、 こ の 場
合 、 凹 部 １ ａ 内 に 充 填 さ れ た 粘 性 体 ２ は 、 そ の 表 面 張 力 に よ っ て 、 中 央 部 が 盛 り 上 が っ た
状 態 と な っ て い る た め 、 取 付 板 ４ の 取 付 の 際 に は 、 取 付 板 ４ の 下 面 が 粘 性 体 ２ の 中 央 部 の
盛 り 上 が っ た 部 分 を 押 圧 す る よ う に な り 、 従 っ て 、 押 さ れ た 粘 性 体 ２ は 、 貫 通 孔 １ ｃ に 侵
入 し て 、 取 付 板 ４ の 下 面 の 横 方 向 か ら の 溢 れ が 極 め て 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の 結 果 、 粘 性 体 ２ に よ っ て 、 取 付 板 ４ の 下 面 と 放 熱 板 １ の 表 面 と の 間 の 隙 間 が 確 実 に 埋
め ら れ 、 取 付 板 ４ か ら 放 熱 板 １ へ の 熱 伝 導 が 良 好 と な る 。
そ し て 、 放 熱 板 １ に 取 り 付 け ら れ た 発 熱 部 品 ３ の 端 子 ６ は 、 放 熱 板 １ 上 に 配 置 さ れ た 回 路
基 板 ８ の 配 線 パ タ ー ン ９ に 半 田 付 け さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 図 ４ は 、 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 他 の 実 施 例 は 、 前
記 実 施 例 に お け る 凹 部 １ ａ を 無 く し た も の で あ る 。
そ の 他 の 構 成 は 、 前 記 実 施 例 と 同 様 で あ る の で 、 同 一 部 品 に 同 一 番 号 を 付 し 、 こ こ で は そ
の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 他 の 実 施 例 は 、 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 ２ が 取 付 板 ４ の 下 面 と 放 熱 板 １ の 表 面 と の 間 に
設 け ら れ 、 そ し て 、 取 付 板 ４ の 取 付 時 、 取 付 板 ４ の 下 面 で 粘 性 体 ２ が 押 さ れ 、 こ の 押 さ れ
た 粘 性 体 ２ が 貫 通 孔 １ ｃ に 侵 入 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な 構 成 に す る と 、 放 熱 板 １ 上 に 塗 布 さ れ た 粘 性 体 ２ は 、 そ の 表 面 張 力 に よ っ て 、
中 央 部 が 盛 り 上 が っ た 状 態 と な っ て い る た め 、 取 付 板 ４ の 取 付 の 際 に は 、 取 付 板 ４ の 下 面
が 粘 性 体 ２ の 中 央 部 の 盛 り 上 が っ た 部 分 を 押 圧 す る よ う に な り 、 従 っ て 、 押 さ れ た 粘 性 体
２ は 、 貫 通 孔 １ ｃ に 侵 入 し て 、 取 付 板 ４ の 下 面 の 横 方 向 か ら の 溢 れ が 少 な く な る と 共 に 、
粘 性 体 ２ に よ っ て 、 取 付 板 ４ の 下 面 と 放 熱 板 １ の 表 面 と の 間 の 間 の 隙 間 が 確 実 に 埋 め ら れ
、 取 付 板 ４ か ら 放 熱 板 １ へ の 熱 伝 導 が 良 好 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 は 、 金 属 材 か ら な る 取 付 板 、 及 び こ の 取 付 板 上 に 形 成 さ れ た
本 体 部 を 有 す る 発 熱 部 品 と 、 こ の 発 熱 部 品 の 取 付 板 を 取 り 付 け る た め の 金 属 材 か ら な る 放
熱 板 と を 備 え 、 放 熱 板 に は 、 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置 に 、 １ 個 、 或 い は 複 数 個 の 貫 通
孔 が 設 け ら れ 、 放 熱 板 と 取 付 板 の 下 面 と の 間 に は 、 熱 伝 導 性 の あ る 粘 性 体 が 設 け ら れ る と
共 に 、 粘 性 体 が 貫 通 孔 内 に 侵 入 可 能 と し た た め 、 粘 性 体 の 塗 布 量 を 多 く し て も 、 粘 性 体 は
貫 通 孔 に 侵 入 し て 、 取 付 板 の 下 面 の 横 方 向 か ら の 粘 性 体 の 溢 れ が 少 な く 、 見 栄 え の 良 い も
の が 得 ら れ る と 共 に 、 粘 性 体 に よ っ て 、 取 付 板 の 下 面 と 放 熱 板 の 表 面 と の 間 の 隙 間 が 確 実
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に 埋 め ら れ 、 取 付 板 か ら 放 熱 板 へ の 熱 伝 導 の 良 好 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 放 熱 板 に は 、 取 付 板 の 下 面 と 対 向 す る 位 置 に 、 粘 性 体 を 留 め る た め の 凹 部 が 設 け ら
れ 、 貫 通 孔 が 凹 部 の 底 部 に 位 置 し て 設 け ら れ た た め 、 取 付 板 の 下 面 の 横 方 向 か ら の 粘 性 体
の 溢 れ が 極 め て 少 な く 、 見 栄 え の 良 好 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 凹 部 は 、 取 付 板 の 下 面 の 範 囲 内 に 位 置 し て 設 け ら れ た た め 、 取 付 板 の 下 面 の 横 方 向
か ら の 粘 性 体 の 溢 れ が 無 く 、 見 栄 え の 一 層 良 好 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 粘 性 体 が シ リ コ ン オ イ ル コ ン パ ウ ン ド で 構 成 さ れ た た め 、 熱 伝 導 性 が 良 く 、 放 熱 効
果 の 良 好 な も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 放 熱 板 が ア ル ミ 材 で 形 成 さ れ た た め 、 熱 伝 導 性 が 良 く 、 放 熱 効 果 の 良 好 な も の が 得
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を 示 す 要 部 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 に お け る 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 に 係 る 放 熱 板 の 要 部 の 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 の 他 の 実 施 例 を 示 す 要 部 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 発 熱 部 品 の 取 付 構 造 を 示 す 要 部 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 放 熱 板
１ ａ 　 凹 部
１ ｂ 　 底 部
１ ｃ 　 貫 通 孔
１ ｄ 　 ネ ジ 孔
２ 　 粘 性 体
３ 　 発 熱 部 品
４ 　 取 付 板
４ ａ 　 孔
５ 　 本 体 部
６ 　 端 子
７ 　 ネ ジ
８ 　 回 路 基 板
９ 　 配 線 パ タ ー ン
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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